
　
木
更
津
市
選
出
で「
き
さ
ら
づ
」再
生
に
情
熱
を
燃
や
す

森
岳
県
議（
3
期
目
）は
、
2
月
県
議
会
・
予
算
委
員
会
で

質
問
に
立
ち
、
ま
ず
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
や

社
会
実
験
に
つ
い
て
見
込
み
を
た
だ
し
、
次
い
で
、
木
更

津
港
の
整
備
状
況
、
観
光
振
興
、
有
機
農
業
、
ノ
リ
・
ア

サ
リ
漁
、
か
ず
さ
D
N
A
研
究
所
等
に
つ
い
て
当
局
の
考

え
を
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

た
い
。

　
観
光
誘
致
の
重
点
国
・
地
域

　
森
議
員　
効
果
的
に
観
光
客

を
誘
致
す
る
に
は
、
国
、
地
域

を
見
極
め
、
重
点
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
だ
。
令
和
6
年

度
は
ど
の
よ
う
な
国
、
地
域
を

重
点
に
置
い
て
い
く
の
か
。

　
知
事　
県
で
は
、
訪
日
客
数
や

本
県
への
宿
泊
実
績
な
ど
を
踏
ま

業
全
体
と
し
て
も
前
回
の
同
時

期
を
上
回
る
申
込
み
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。

金
田
地
区
の
渋
滞

　
森
議
員　
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
は
、

通
行
料
金
引
き
下
げ
に
よ
り
、

交
通
量
が
増
大
し
、
休
日
中
心

に
激
し
い
渋
滞
が
発
生
し
て
い

た
が
、
昨
年
7
月
か
ら
実
施
し

て
い
る
時
間
帯
別
料
金
の
社
会

実
験
に
よ
り
交
通
量
が
分
散

し
、
本
線
の
混
雑
緩
和
が
確
認

森岳県議プロフィール

○経歴○

県議会商工労働常任委員会　副委員長
土石採取対策審議会委員
ちば自民党青年局青年部長

○役職○

昭和54年5月31日生まれ
平成4年3月　  木更津市立鎌足小学校卒業
平成7年3月　  木更津市立鎌足中学校卒業
平成10年3月　県立木更津高等学校卒業
平成14年3月　中央大学法学部政治学科卒業

証券会社勤務後
平成16年6月　浜田靖一事務所入所
平成27年4月　千葉県議会議員選挙初当選
令和元年4月　 同2期目当選
令和5年4月　  同3期目当選　現在に至る

高
付
加
価
値
化
促
進
事
業

　
森
議
員　
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の

社
会
実
験
効
果
を
最
大
化
す
る

に
は
、
観
光
客
の
県
内
周
遊
と

滞
在
が
必
要
だ
が
、
効
果
的
な

取
組
が
少
な
い
と
感
じ
る
。

　

今
後
は
、
地
域
が
広
域
に
連

携
し
、
魅
力
あ
る
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
を
生
み
出
す
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
、
高
付
加
価
値
化

促
進
事
業
の
取
組
は
ど
う
か
。

　
商
工
労
働
部
長　
今
年
度

補
助
採
択
し
た
事
例
で
は
、①

現
代
美
術
家
デ
ザ
イ
ン
の
着
物

を
纏
っ
た
観
光
客
が
栄
町
で
屋

外
ア
ー
ト
を
巡
る
②
成
田
山
参

道
で
散
策
や
料
理
体
験
を
楽
し

み
成
田
市
周
辺
の
魅
力
を
再
発

信
す
る

－

等
、
地
域
の
高
付
加

価
値
化
に
つ
な
が
る
取
組
を
支

援
し
、
新
た
な
魅
力
の
掘
り
起

こ
し
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

さ
れ
た
と
い
う
。
金
田
地
区
の

渋
滞
は
改
善
し
て
い
る
の
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
交
通
の
分

散
に
よ
り
、
本
線
だ
け
で
は
な

く
、
木
更
津
金
田
I
C
周
辺
道

路
の
混
雑
が
緩
和
し
て
い
ま
す
。

　

金
田
地
区
で
毎
年
実
施
し
て

い
る
調
査
に
よ
る
と
、
社
会
実

験
前
と
比
較
し
て
、
I
C
に
接

続
す
る
国
道
4
0
9
号
や
、
木

更
津
市
道
の
最
大
渋
滞
長
は
、

30
％
以
上
減
少
し
ま
し
た
。

社
会
実
験
の
措
置
費
　
　
　

　
森
議
員　
社
会
実
験
は
、①

割
引
な
し
の
料
金
収
入
と
②
割

引
の
料
金
収
入
実
績

－

の
差

を
、
国
と
県
が
年
間
５
億
円
負

担
し
て
い
る
。
こ
の
措
置
費
は
、

ど
う
計
上
さ
れ
て
い
る
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
社
会
実

験
に
よ
っ
て
、
料
金
収
入
は
増

加
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
2
月
補
正
予
算
で
は
4
億

5
千
万
円
に
減
額
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
6
年
度
当
初
予

算
で
は
、
社
会
実
験
を
１
年
間

継
続
す
る
予
定
と
し
て
、
4
億

2
千
万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

1
年
間
は
こ
の
金
額

で
運
営
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、
社
会
実
験
と
い
う
こ
と

な
の
で
是
非
、
色
々
な
可
能
性

を
模
索
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

振
興
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利

用
す
る
と
い
う
。理
由
は
何
か
。

商
工
労
働
部
長　
こ
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
全
国
の
自

治
体
・
観
光
協
会
等
が
加
盟
し

て
い
る
公
益
法
人
日
本
観
光
振

興
協
会
が
構
築
す
る
全
国
共
通

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。

　
こ
れ
は
、
様
々
な
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
分
析
で
き
る
こ
と
に
加
え
、

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
情

報
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
携

帯
電
話
等
に
配
信
で
き
る
な

ど
、
県
が
進
め
た
い
機
能
が
概

ね
備
わ
って
い
ま
す
。

　

更
に
、
県
独
自
で
構
築
す
る

よ
り
安
価
で
、
他
県
デ
ー
タ
の

比
較
も
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、

活
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

来
年
度
導
入
シ
ス
テ

ム
を
有
効
活
用
し
、
観

光
の
発
展
に
導
い
て
い
た
だ
き

次
年
度
へ
の
取
組

　
森
議
員
　
次
年
度
に
向
け
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
商
工
労
働
部
長
　
次
年
度

は
、
周
遊
性
が
あ
り
付
加
価
値

の
高
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に

意
欲
あ
る
民
間
事
業
者
と
市
町

村
等
と
を
マッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
仕

組
み
を
構
築
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
町
村
や
地
域
と

連
携
し
中
長
期
的
な
観
光
需
要

の
拡
大
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
、
よ
り
一
層
魅

力
的
な
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
が
開
発
さ
れ
、
多
く
の
観
光

客
が
千
葉
県
を
訪
れ
る
よ
う
期

待
す
る
。

　
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
　

　
森
議
員　
観
光
分
野
で
の

D
X
活
用
は
当
然
の
流
れ
で
新

年
度
に「
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
事
業
」と
し
て
日
本
観
光

多
彩
に
連
携
し
観
光
振
興

多
彩
に
連
携
し
観
光
振
興

２
月
県
議
会
・
予
算
委
員
会
で
質
問
に
立
つ
森
岳
県
議

フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー
に
つ
い
て

は
、
地
元
企
業
の
新
規
申
込
を

含
め
、
21
社
か
ら
申
込
み
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
を
含
め
た
協
賛
企

予
算
総
額
の
内
訳

　
森
議
員　
県
内
最
大
級
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
千
葉
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
は
、
今
年
11
月

10
日
の
開
催
に
向
け
、
機
運
の

盛
り
上
が
り
を
感
じ
る
。

　
こ
の
大
会
は
官
民
連
携
の
実

行
委
員
会
に
よ
り
実
施
さ
れ
、

運
営
面
、
継
続
性
で
協
賛
企
業

の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
だ
。

実
行
委
員
会
の
予
算
総
額

と
、
財
源
内
訳
は
ど
う
か
。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
局
長

2
0
2
4
大
会
に
係
る
実
行
委

員
会
予
算
は
、
令
和
5
年
度
及

び
6
年
度
の
総
額
で
8
億
5
3
6

万
円
で
す
。※
財
源
内
訳
は
上
記

企
業
協
賛
の
申
し
込
み

　
森
議
員
　
現
在
の
状
況
は
。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
局
長　
オ

え
、
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
欧

米
豪
に
重
点
を
置
いて
プロモ
ー
ショ

ン
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
特
に

台
湾
、タ
イ
、マレ
ー
シ
ア
、ベト
ナ

ム
は
、
現
地
旅
行
会
社
への
誘
致

活
動
に
も
力
を
入
れ
てい
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
は
、
本
県
へ
の

宿
泊
実
績
が
増
加
し
、
県
内
事

業
者
か
ら
関
心
の
あ
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
や
香
港
で
、
現
地
旅
行

会
社
へ
の
訪
問
セ
ー
ル
ス
な
ど
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

市
町
村
東
へ
の
支
援
　
　
　

　
森
議
員
　
外
国
人
観
光
客
の

誘
致
に
取
り
組
む
市
町
村
等
を

ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　
商
工
労
働
部
長　
県
で
は
、

市
町
村
等
に
対
し
て
、
海
外
の

最
新
旅
行
情
報
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
職
員
が
合
同
で
海
外

に
赴
き
、
現
地
で
の
商
談
会
等

に
よ
っ
て
千
葉
県
観
光
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
の
旅
行
会
社
を

千
葉
県
に
招
い
て
視
察
会
を
開

催
す
る
と
と
も
に
団
体
ツ
ア
ー

の
支
援
制
度
等
を
紹
介
し
な
が

ら
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
県
は
、こ
れ
ま
で
誘
致

の
知
見
、ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ

る
と
思
う
の
で
、
市
町
村
に
寄
り

添った
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

要望

　
木
更
津
市
選
出
で「
き
さ
ら
づ
」再
生
に
情
熱
を
燃
や
す

森
岳
県
議（
3
期
目
）は
、
2
月
県
議
会
・
予
算
委
員
会
で

質
問
に
立
ち
、
ま
ず
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
や

社
会
実
験
に
つ
い
て
見
込
み
を
た
だ
し
、
次
い
で
、
木
更

津
港
の
整
備
状
況
、
観
光
振
興
、
有
機
農
業
、
ノ
リ
・
ア

サ
リ
漁
、
か
ず
さ
D
N
A
研
究
所
等
に
つ
い
て
当
局
の
考

え
を
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

２月県議会・予算委員会 社
会
実
験
も
奏
功

要望

要望

要望

社
会
実
験
も
奏
功

社
会
実
験
も
奏
功

アクアラインアクアラインマラソンに期待
ランナー参加料 ２億6,550万円
企業協賛金 ３億3,686万円
千葉県交付金 １億8,500万円

2024アクアラインマラソン財源

スポーツ振興くじ等助成金 1,800万円

“ふるさとちば”のための政策推進を

発　行／自由民主党千葉県議会議員会 〒260-0855 千葉市中央区市場町２番13　電話043（227）7411

もりがくもりがく県議会リポート県議会リポート
〈1〉 令和6年6月18日（火）



再質問する森岳県議

　
農
林
水
産
部
長　
来
年
度

は
、
有
機
農
業
者
に
対
す
る
省

力
機
械
の
導
入
支
援
や
栽
培
技

術
の
指
導
の
ほ
か
、
有
機
J
A
S

指
導
員
の
育
成
、
研
究
機
関
で
の

技
術
開
発
、
消
費
者
の
認
知
度

向
上
への
P
R
、
市
町
村
支
援
な

ど
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

森
議
員
　
有
機
農
業
の
指
導

員
を
令
和
12
年
度
ま
で
に
累
計

20
人
と
す
る
目
標
だ
が
、
来
年

度
ま
で
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
今
年
度
末

時
点
の
有
機
農
業
指
導
員
数
は

既
に
48
名
と
なって
お
り
、
来
年

度
は
更
に
20
名
を
予
定
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
累
計
で
68
名
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　
意
欲
あ
る
方
々
を
支

援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ノ
リ
養
殖
漁
場
の
取
組
　
　

　
森
議
員　
地
球
温
暖
化
に
よ

木
更
津
港
整
備
の
方
針

　
森
議
員　
木
更
津
港
は
、
平

成
22
年
改
訂
の
港
湾
計
画
に
よ

り
、
吾
妻
地
区
で
内
港
北
公
園

等
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
が
、

木
更
津
南
部
地
区
の
船
溜
ま
り

計
画
は
停
滞
し
、
停
泊
場
所
の

早
期
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

更
に
ヤ
ー
ド
不
足
や
岸
壁
の

延
長
不
足
な
ど
地
元
市
や
港
湾

団
体
の
要
請
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
こ
で
伺
う
。

木
更
津
港
の
整
備
を
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
行
く
の
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
整
備
の
指

針
と
な
る
港
湾
計
画
は
、
改
訂
か

ら
10
年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、

社
会
情
勢
や
環
境
の
変
化
も
踏

ま
え
て
長
期
的
な
視
点
で
今
後
の

木
更
津
港
につい
て
の
活
用
方
針

を
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
在
、
学
識
経
験

者
や
港
湾
関
係
団
体
等
に
参
画

い
た
だ
き
、
港
の
将
来
像
と
な

る
長
期
構
想
に
つい
て
検
討
し
て

お
り
、
策
定
後
、
速
や
か
に
港

湾
計
画
を
改
訂
し
必
要
な
施
設

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

木
更
津
市
と
の
連
携
　
　
　

　
森
議
員　
私
の
地
元
で
は
、

「
み
な
と
ま
ち
木
更
津
」の
再
生

を
目
指
す
プ
ロ
ジェク
ト
を
推
進

し
て
い
る
が
、
木
更
津
市
と
の

連
携
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
現
在
進
め

て
い
る
長
期
構
想
の
検
討
で
は
、

世
界
の
中
核
拠
点
に

か
ず
さ
D
N
A
研
究
所
の
基
礎
研
究

森岳
●木更津市と県政についてのご意見をお寄せください

県議事務所
TEL 0438-38-5050   FAX 0438-38-5051
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有
機
農
業
の
取
組
　
　
　
　

　
森
議
員　
県
で
は
、
令
和
3

年
に
策
定
し
た
第
3
次
千
葉
県

有
機
農
業
推
進
計
画
で
、
有
機

農
業
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
支

援
な
ど
5
つの
施
策
を
掲
げ
、
取

組
面
積
、
農
業
者
数
な
ど
の
目

標
値
を
設
定
し
た
。

こ
の
目
標
達
成
に
向
け
、
来

年
度
で
は
ど
の
よ
う
な
取
組
を

予
定
し
て
い
る
か
。

木
更
津
市
を
始
め
、
各
市
の
施

策
が
反
映
で
き
る
よ
う
、
地
元

自
治
体
に
も
参
画
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
港
湾
計
画
の
改
訂

や
施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
も
、

各
市
と
緊
密
な
連
携
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

航
路
や
泊
地
の
水
深
　
　
　

　
森
議
員
　
江
川
航
路
や
吾

妻
地
区
の
泊
地
島
の
管
理
状
況

は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
公
共
岸
壁

を
利
用
す
る
船
舶
の
航
行
に
支

障
が
無
い
よ
う
、
江
川
航
路
や

吾
妻
地
区
の
泊
地
等
の
浚
渫
に

つい
て
、
今
年
度
内
の
契
約
に
向

け
手
続
き
を
進
め
て
お
り
、
来

年
度
当
初
か
ら
着
手
し
ま
す
。

①
木
更
津
市
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
現
に
向

け
、
し
っ
か
り
後
押
し
願
い
た

い
。

②
航
路
な
ど
安
全
管
理
に
引
き

続
き
尽
力
し
、
特
に
江
川
航
路

は
予
算
を
重
点
的
に
投
じ
て
効

果
を
検
証
し
て
頂
き
た
い
。

③
し
っ
か
り
予
算
措
置
す
る
と

と
も
に
長
期
構
想
策
定
の
中
で

可
能
性
を
更
に
広
げ
る
よ
う
要

望
す
る
。

支
援
情
報
と
財
政
支
援

　
森
議
員

災
害
時
に
要
配
慮

者
に
必
要
な
支
援
情
報
が
届
く

し
て
い
る
ほ
か
、
防
災
研
修
セ
ン

タ
ー
で
要
配
慮
者
研
修
を
行
う

な
ど
、
配
慮
が
必
要
な
方
々
に

も
支
援
の
情
報
が
届
く
よ
う
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
令

和
4
年
度
ま
で
、
配
慮
が
必
要

な
方
に
も
資
す
る
避
難
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
、
52
市
町
村
の

4
9
7
事
業
に
約
5
億
8
千
万

円
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
要
配
慮
者

へ
の
支
援
情
報
提
供
が

確
実
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
市
町

村
の
支
援
を
要
望
す
る
。

基
礎
研
究
の
成
果
　
　
　
　

　
森
議
員
　
か
ず
さ
D
N
A
研

究
所
の
基
礎
研
究
分
野
に
お
け

る
こ
れ
ま
で
の
成
果
は
ど
う
か
。

　
商
工
労
働
部
長　
研
究
所
で

は
、
こ
れ
ま
で
に
植
物
や
藻
類

な
ど
、
73
種
類
の
ゲ
ノ
ム
情
報
を

世
界
で
初
め
て
解
読
し
た
ほ
か
、

特
に
解
析
が
難
し
い
ヒ
ト
遺
伝

子
の
多
く
を
独
自
に
解
明
す
る

な
ど
、
多
く
の
成
果
を
挙
げ
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
分
野
で
は
、
迅

速
・
安
価
に
野
菜
種
子
の
品
質

を
確
認
す
る
独
自
の
手
法
を
開

発
し
、
種
子
の
安
定
供
給
に
貢

献
し
て
い
る
ほ
か
、
医
療
分
野
で

は
、
希
少
難
病
の
遺
伝
子
検
査

を
全
国
で
最
も
多
く
実
施
し
、

我
が
国
の
難
病
治
療
で
重
要
な

役
割
を
果
た
す
等
、
様
々
な
分

野
で
実
績
を
残
し
て
お
り
ま
す
。

基
礎
研
究
の
今
後
　
　
　
　

　
森
議
員
　
基
礎
研
究
を
今

後
、
ど
う
強
化
し
て
い
く
の
か
。

　
知
事　
研
究
所
で
は
、
基
礎

研
究
の
更
な
る
強
化
を
図
る
た

め
、
子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

の
原
因
を
遺
伝
子
レ
ベル
で
解
析

す
る
研
究
や
、
バ
イ
オ
燃
料
な

ど
に
適
し
た
藻
類
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
解
明
す
る
研
究
な
ど
、
先
端

的
な
3
つの
プ
ロ
ジェク
ト
を
今
年

る
漁
場
環
境
の
変
化
は
、
東
京
湾

の
漁
業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
、ノ
リ
養
殖
も
深
刻
な
被
害
を

受
け
てい
る
。

ノ
リ
養
殖
漁
場
の
環
境
変
化

に
対
し
、
県
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
県
で
は
、

取
扱
い
が
容
易
な
食
害
防
除
ネ
ッ

ト
を
開
発
し
、
導
入
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、ク
ロ
ダ
イ
の
生
態

を
調
査
し
、
新
た
な
防
除
技
術

を
研
究
し
てい
ま
す
。

　

更
に
、
県
が
開
発
し
た
高
水

温
耐
性
の
ノ
リ
品
種「
ち
ば
の
輝

き
」を
普
及
指
導
す
る
と
と
も

に
、
食
害
を
受
け
て
も
再
成
長

す
る
新
品
種
の
開
発
に
も
取
り

地元と連携し推進地元と連携し推進地元と連携し推進地元と連携し推進地元と連携し推進

要配慮者に支援要配慮者に支援要配慮者に支援

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
東
京
湾
の
ノ
リ
を
守

る
た
め
、
漁
場
環
境
に

適
応
し
た
新
品
種
の
開
発
や
新

た
な
食
害
対
策
を
検
討
し
て
頂

き
た
い
。

　
ア
サ
リ
漁
業
の
取
組

　
森
議
員
ア
サ
リ
漁
業
の
回

復
に
向
け
、
県
は
ど
う
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
ア
サ
リ
稚

貝
の
流
失
を
防
止
す
る
漁
場
造

成
や
、
食
害
等
か
ら
ア
サ
リ
を
守

る
囲
い
網
の
設
置
な
ど
を
支
援
し

てい
ま
す
。

　

特
に
囲
い
網
は
、
4
年
振
り
に

水
揚
げ
さ
れ
る
等
の
効
果
が
認
め

ら
れ
た
た
め
、
設
置
箇
所
の
拡
大

や
効
果
的
な
設
置
方
法
につい
て

関
係
者
と
連
携
し
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。　

江
戸
前
の
ア
サ
リ
が

早
期
に
復
活
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
漁
業
者
に
寄
り
添っ

て
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
推
進
　
　

　
森
議
員　
海
藻
な
ど
が
吸
収
・

固
定
し
た
二
酸
化
炭
素
は
、ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
と
呼
ば
れ
、
新
た
な
地

球
温
暖
化
対
策
と
し
て
期
待
さ

れ
てい
る
。
漁
業
環
境
の
改
善
に
、

木
更
津
地
区
で
は
ど
う
推
進
す

る
の
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
県
で
は
、二

酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
な
る
コア

マモ
群
落
を
適
切
に
管
理
す
る
実

証
試
験
を
行
っ
て
お
り
、群
落
の

下
に
発
生
し
た
ア
サ
リ
の
稚
貝
は
、

囲
い
網
漁
場
に
移
す
こ
と
で
、漁
獲

サ
イ
ズ
に
ま
で
成
長
し
てい
ま
す
。

　

今
後
は
、
群
落
に
よ
る
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
量
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
管
理
区
域
の
拡
大
等
に

よ
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ンの
取
組
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
推

進
は
、漁
業
生
産
の
向

上
や
環
境
改
善
に
繋
が
る
の
で
、

県
が
率
先
し
進
め
て
頂
き
た
い
。

　
ま
た
、他
県
で
進
む
J
ブ
ル
ー

ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
是
非
と

も
研
究
し
、
漁
業
者
が
積
極
的

に
取
り
組
め
る
よ
う
な
形
を
作っ

て
頂
き
た
い
。

算
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

同
研
究
所
が
引
き
続

き
、
本
県
の
バ
イ
オ
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
を
支
え
る
中
核

的
拠
点
と
な
る
よ
う
、しっ
か
り

と
し
た
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

ノ
リ・ア
サ
リ
漁
―
復
活
へ

ノ
リ・ア
サ
リ
漁
―
復
活
へ

要望

要望

要望

要望

要望 要望

要望

有
機
農
業
―
着
々
と
推
進

有
機
農
業
―
着
々
と
推
進

度
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
研
究

本
格
化
に
よ
り
、
研
究
部
門
を

4
名
増
員
す
る
な
ど
、
組
織
・

人
員
体
制
の
強
化
に
必
要
な
予

算
を
増
額
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
、
将
来
に
わ
た
り
、

基
礎
研
究
分
野
で
世
界
を
リ
ー

ド
し
て
い
け
る
よ
う
必
要
な
予

よ
う
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

防
災
危
機
管

理
部
長　
県
で

は
、
配
慮
が
必

要
な
方
々
の
事

情
に
応
じ
た
支

援
や
情
報
提
供

の
仕
方
に
つい
て

市
町
村
に
周
知

木更津港の整備木更津港の整備木更津港の整備
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